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３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
は
１
件
で
、
所
管
の
文
教
経
済

常
任
委
員
会
で
慎
重
に
審
査
を
行

い
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

○
「
非
核
三
原
則
」
の
法
制
に
つ

い
て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
（
採
択
）

提
出
者
　
埼
玉
県
生
活
協
同
組
合

連
合
会
会
長
理
事

伊
藤
恭
一
　
ほ
か
４
名

こ
の
請
願
は
、
文
教
経
済
常
任

委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
本
会

議
で
は
全
員
を
も
っ
て
採
択
と
し

ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
は
地
震
か
ら
津

波
、
原
発
事
故
へ
と
連
鎖
し
史
上

空
前
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
も
大
き
な
揺
れ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
幸
い
甚
大
な
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
先
行

き
の
不
安
は
被
災
地
の
み
な
ら
ず

国
内
に
広
く
及
ん
で
い
ま
す
。
一

日
も
早
く
平
穏
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
市
議

会
議
員
選
挙
が
終
わ
り
、
新
た
な

議
員
22
名
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
次
号
か
ら
新
メ
ン
バ

ー
で
発
行
し
て
参
り
ま
す
。
引
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
香
・
小
・
栗
）

ぎょうだ 議会だより

○
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

○
図
書
館
に
つ
い
て

○
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
の
推
進

に
つ
い
て

○
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
障
害
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

○
行
田
市
の
教
育
行
政
の
あ
り
方
に

つ
い
て

○
南
河
原
地
区
の
都
市
計
画
及
び
都

市
計
画
税
に
つ
い
て

○
子
ど
も
手
当
か
ら
の
天
引
き
に
つ

い
て

○
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

○
「
訪
れ
て
よ
し
の
行
田
を
創
る
た

め
に
」
に
つ
い
て

○
市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
つ
い

て
○
防
犯
灯
に
つ
い
て

○
大
人
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

○
住
宅
改
修
資
金
補
助
制
度
の
継
続

に
つ
い
て

○
職
員
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

○
障
害
者
・
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

○
市
内
駅
舎
ト
イ
レ
に
つ
い
て

○
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

そ
の
他
の
市
政
に

対
す
る
質
問

８日 愛媛県松山市議会行政視察来庁
16日 第５次総合振興計画基本構想審査

特別委員会
18日 幹事長会議
23日 議会運営委員会

１～24日 ３月定例会
1・7・16・17・23・24日 幹事長会議
１・２・７・24日 議会運営委員会

９日 議会だより編集委員会

11日 議会だより編集委員会
13日 埼玉県市議会議長会第４区議長会定期総会
24日 市議会議員一般選挙
25日 当選証書交付・議員就任説明会

2 月

3 月

4 月

編

集

後

記

（
平
成
23
年
４
月
末
現
在
）

委
員
長
　
新
井
　
孝
義

副
委
員
長

東
　
美
智
子

委
　
員
　
三
宅
　
盾
子

委
　
員
　
香
川
　
宏
行

委
　
員
　
小
林
　
友
明

委
　
員
　
栗
原
　
二
郎

委
　
員
　
野
口
　
啓
造

委
　
員
　
平
社
　
輝
男

委
　
員
　
野
村
　
正
幸

編
集
委
員

急
な
る
復
興
に
最
大
限
の
努
力
を

傾
注
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
今
後
の
防
災
行

政
並
び
に
原
子
力
発
電
所
の
安
全

対
策
に
実
行
あ
る
措
置
を
迅
速
に

講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
し
決
議
し

た
も
の
で
す
。

３
月
11
日
、
東
北
、
関
東
地
方

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
地

震
は
観
測
史
上
最
大
の
Ｍ
９
で
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
る
大
津
波
は
、

太
平
洋
沿
岸
各
地
を
襲
い
、
瞬
時

の
う
ち
に
多
く
の
人
命
、
家
屋
、

財
産
を
飲
み
込
み
、
さ
ら
に
、
原

子
力
発
電
所
が
深
刻
な
状
況
に
陥

り
ま
し
た
。
放
射
能
の
恐
怖
に
さ

ら
さ
れ
る
中
、
電
力
不
足
か
ら
計

画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
国
民

生
活
全
般
に
多
大
な
影
響
が
及
ん

で
い
ま
す
。

政
府
に
お
い
て
は
被
災
地
の
早

被災地の状況

議 会 日 誌

決　議

東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
災
害
に
関
す
る

決
　
議

副
議
長
に
田
口
英
樹
議
員

本
定
例
会
初
日
の
３
月
１
日
に

漆
原
金
作
議
員
か
ら
副
議
長
を
辞

職
し
た
い
旨
の
届
出
が
あ
り
、
議

長
は
こ
れ
を
許
可
し
ま
し
た
。
同

日
付
け
で
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
田
口
英
樹
議
員
（
新
緑
会
・

４
期
目
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。田口議員


